
＜ワクチン＞ 

Ｑ：不妊治療（妊活）中の場合はワクチンを接種してもよいでしょうか？ 

A：下記の表をご参照下さい 

 

VPD 
罹患による 

胎児の奇形 

罹患による 

母体への影響 

その他 

 

生ワクチン 

妊活中に接種 

妊娠中接種不可 

※接種後 2カ月間の

避妊必要 

風疹 先天性風疹症候群  成人の約 15％が 

不顕性感染 

麻疹 可能性低い 重症化しやすい  

水痘 

（水疱瘡） 

先天性水痘症候群 重症化しやすい 周産期水痘 

（出生児） 

おたふく 

（ムンプス） 

可能性低い   

 

不活化ワクチン 

 

（妊活中、妊娠・授

乳中も接種は可能） 

インフルエンザ 可能性低い 重症化しやすい 効果は 2 週間後

から 5ヵ月程度 

 

百日咳 

（三種混合） 

 

可能性低い 

  

乳児 

重症化リスク 

mRNA など 

不活化ワクチンに 

近い部類 

COVID-19 

（コロナウイルス） 

可能性低い 重症化しやすい 

（特に妊娠後期） 

 

※上記以外の感染症罹患した場合でも、流産・早産の可能性があります。 

 

VPDとは『Vaccine（ワクチン）、Preventable（予防可能な）、Diseases（病気）』の略で 

ワクチンで防げる病気のことをいいます。 

ワクチンは大きく「生ワクチン」「不活化ワクチン」の二つに分類されます。 

生ワクチンは、毒性や病原性を低下させた（生きている）細菌・ウイルスをそのままワクチンとして用

いているため、ほとんどの生ワクチンは、胎児への影響を考慮し、全妊娠期間を通じて原則として接種

はできません。 

不活化ワクチンは、毒性や感染力を失った（生きていない）細菌・ウイルスもしくはそれらの一部を利

用したワクチンです。 

不活化ワクチン、不活化ワクチンに分類されるトキソイド（死滅したウイルスや細菌が作り出す毒素の

毒性をなくし、毒性のない抗原で免疫反応を起こすワクチン）は、生ワクチンと異なり、接種が胎児に

影響を与えるとは考えられていないので、不妊治療（妊活）中、妊娠・授乳中も接種は可能です。 

（ファイザー株式会社HP より） 

 

 

 




